
向陽学園通信「奉仕の理想」　第84号（通算1１8号）  2025年２月２8日発行

　

向陽学園「創立１００周年記念」の年に卒業（園）される皆様、卒業おめでとうございます。

皆さんは確実に向陽学園に「新たな歴史」を築いてくれました。そのことに「自信と誇り」を

持って前に進んで欲しいと思います。母校となる向陽学園も、次の100年に向かって挑戦し

ていきます。

看護専攻科

「輝く未来に旅立つ皆さんへ」

統括科長 柿川 美穂

ご卒業おめでとうございます。

皆さんは、向陽高校に入学された時の気持ちを覚え

ていますか。それぞれの目指す職業や新しい生活へ

の期待に、胸を膨らませていたのではないでしょうか。

時の経過は早く感じるもので、あっと言う間の時間を

過ごされたことと思います。特徴ある学科で、それぞ

れの学びを深め、専門的な知識と技術を身に付けら

れた今、目の前に広がる光景はどのようなもので

しょうか。これから始まる新たな未来は、きっと眩しい

くらいに輝いていることと思います。卒業後は、向陽

高校で学んだことに誇りと自信をもって、何事にも挑

戦する気持ちと奉仕の心を忘れずに前進してくださ

い。人が何かを頑張っている時は、必ずその人を支え

てくれる人がいます。日々のご縁に感謝をし、そして

どんな時でも努力をしてキラキラと輝く皆さんでいて

ください。私も、向陽高校で皆さんと出逢えたことに

感謝の気持ちでいっぱいです。

「卒業される皆さんへ」

教頭 佐々木 博文

ご卒業おめでとうございます。

皆さんは、100年の歴史を持つ向陽高校を巣立ち、

新たな章をスタートさせます。

100年前の創立期、世界では、自動車・電気・

電話の普及といった技術革新により社会は大きな

変革期を迎えていきました。日本は、女性が社会

に出て働き、自分の人生を切り開こうとする意識

が芽生えた時代です。その頃、社会で活躍する人

材の育成を目指し、向陽高校の前身である「私立

大村裁縫女学校」が設立されました。時は経ち、

今日、デジタル技術の急速な発展、グローバル化

の進展、気候変動などにより、私たちの働き方、生

き方、そして社会そのものを大きく変える新たな変

革期を迎えています。このような複雑化した社会で

あっても、人は皆、幸せに生きたいと願うものです。

新紙幣に選ばれた渋沢栄一さんは「夢七訓」の

教えの中で、夢をもつことがいかに大切であるか、

「幸せになりたかったら、夢を持たなければならな

い」と言っています。高校生活で学んだことを礎に、

社会に出てからも学び続け、そして、夢をもち続け

それに向かって努力し続けてください。

皆さんが社会で活躍されることを心から願うと

ともに、皆さんの未来が素晴らしいものであること

を願っています。

高等学校

3年生卒業前の「清掃活動」
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「明るく なかよく 元気よく」

＜シリーズ＞２０２４年「向陽高等学校創立100周年」を迎えて

「ジャガイモ掘り」５月

向陽ミュージアム 「来館者」メッセージ １１

平成１９年「向陽高等学校」エステティック科卒業（１回生） S.S様

長い歴史に驚きました。親子で向陽高校に通えたこと、とても嬉しいです。

在校生の皆さん、夢に向かって頑張ってください。

昭和５年「大村女子職業学校」卒業 祖母の娘様

貴重なお時間に対応ありがとうございました。 興味深く拝見しま

した。これからも続く長い歴史、大村の子供たちにすばらしい教育

の場、青春の場を与え続けてください。ありがとうございました。

※写真は祖母のアルバムより（現在の場所）。最初は鶴亀橋近くに

校舎があったそうです。当時の教科書を寄贈していただきました。

向陽ミュージアム 「来館者」メッセージ １２

昭和４７年「向陽高等学校」衛生看護科卒業（３回生） E.M様

約40年前に卒業し、久しぶりに母校を訪れ懐かしく感じ、

学校の進歩ぶりに感心させられました。

九州スポーツ交流大会結果 1１月（宮崎）

〇硬式テニス 女子団体 優勝

女子個人 : 川上くるみ 優勝

※団体：バレーボール男子

硬式テニス女子

※個人：卓球女子、バドミントン女子、

硬式テニス女子、ソフトテニス女子

上記※が長崎リハビリテーション学院から出場しました。

「諫早青少年自然の家」７月

「お遊戯会」１２月「ちびっこ防火大会」１０月

学院長 加治 俊文

ご卒業おめでとうございます。

皆さんにとって、学院生活はどのような時間だった

でしょうか。おそらく楽しい時間ばかりではなく、苦し

い思いもあったのではないでしょうか。しかし、学院

での3年間の様々な経験は皆さんをより大きく成長

させ、実りの多い時間であったのではないでしょう

か。これから皆さんが進む社会は、立ち止まっていた

らあっという間に時が流れていきます。そのため、立

ち止まって思いを巡らしているだけではいけません。

先ずは、一歩を踏み出さないと何も始まりません。も

し、それがうまくいかなくてもいいではないですか。そ

の一歩が次の糧となり、自分をより大きく成長させ

ます。皆さん、何事にも臆することなく、先ずは一歩を

踏み出して下さい。そして、自分の人生をしっかり自

分自身で舵を取り進んで下さい。皆さん一人ひとり

の今後の人生が、光輝く素晴らしいものであること

を祈念しています。

園長 烏山 有希子

春の訪れとともに、向陽幼稚園でも新しい旅立ち

の日を迎えようとしています。この日を迎えるまで、

子どもたちはたくさんのことを経験し、日々成長を重

ねてきました。その姿は、私たちに大きな感動と喜び

を与えてくれます。 園庭で風を感じながら遊んだ時

間、自然豊かな環境で四季の移ろいを楽しんだ

日々、そして行事や日々の活動に真剣に取り組み、

大きく成長する瞬間、そのどれもが、子どもたちの成

長を支える大切な経験でした。この幼稚園で過ごし

た日々が、子どもたちの自信となり、未来に寄り添う

ものであったなら、これ以上の喜びはありません。こ

れからも「明るく、仲良く、元気よく」を胸に、様々なこ

とに挑戦し、力強く歩んでいってくれることを願って

います。また保護者の皆様には、これまで園の教育

活動にご理解とご協力を賜りましたことに深く感謝

申し上げます。最後に、向陽学園の全ての卒業生の

未来が明るく輝きますよう、心よりお祈りしています。


